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何かに“いちばん”の自分がいる

松下村塾模築 ： 創立 20 周年を記念して学内に建てられました。今年大学は 40 年を迎えました。 

学生生活のいま  

 藤井 一徳 君（経済２年・聖光高等学校出身・中央） 

 西本 隆幸 君（経済２年・山口県立久賀高等学校出身・左）

  大塚 渚 さん（経済２年・広島県立佐伯高等学校出身・右）

    今年からアーチェリー部のキャプテンを務める藤井君。副キャ

プテンの西本君、大塚さんとともに、全国大会での優勝を目指し、

日夜頑張っています。現在、男女 11 名の部員は結束力も強く、練

習のときは大きな声を出すことをモットーとし、互いに励ましあ

いながら真剣に取り組んでいます。 
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」 私
は
、
今
年
４
月
徳
山
大
学
に

着
任
し
、
久
々
に
山
口
県
で
の
生

活
を
始
め
ま
し
た
。
山
口
県
周
東

町
（
現
岩
国
市
周
東
町
）
で
生
ま

れ
、
高
校
卒
業
ま
で
県
内
で
育
ち

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
来
の
山
口
県
で
す
。
徳
山
駅
前
の
商
店
街

に
は
、
子
供
の
頃
よ
く
買
い
物
に
来
た
も
の
で
す
。
そ
れ
だ
け

に
、
こ
の
た
び
の
着
任
は
大
変
感
慨
深
い
も
の
で
す
。
ず
っ
と

山
口
を
離
れ
、
海
外
留
学
も
含
め
て
様
々
な
環
境
で
教
育
・
研

究
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
振
り
返
る
と
そ
れ
ら
は
故
郷
へ
の

恩
返
し
の
た
め
の
武
者
修
行
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
徳

山
大
学
で
の
教
育
・
研
究
を
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
の
集
大
成
と

し
て
発
展
さ
せ
た
い
。
少
し
大
げ
さ
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
決

意
を
抱
い
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
は
「
経
済
政
策
」
と
い
う
科
目
を
担
当
し
ま
す
。

こ
れ
は
経
済
理
論
を
基
礎
に
、
現
実
社
会
の
問
題
解
決
策
を
考

え
る
科
目
で
す
。
そ
の
た
め
、
社
会
問
題
の
理
解
も
重
要
で
、

社
会
に
関
心
を
持
ち
な
が
ら
勉
強
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
の
点
で
、
私
は
教
材
の
一
つ
と
し
て
周
南
市
の
総
合
計
画

を
取
り
上
げ
ま
す
。
総
合
計
画
と
は
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
構
想
の
レ
ポ
ー
ト
で
、
地
域
の
課
題
を
把
握
す
る
上
で
と

て
も
参
考
に
な
る
資
料
で
す
。
周
南
市
は
、
平
成
１
７
～
２
６

年
度
の
１
０
年
間
の
構
想
と
し
て
、「
周
南
市
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
『
ひ
と
・
輝
き
プ
ラ
ン 

周
南
』」
と
い
う
総
合
計
画
を
作

成
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
整

理
し
ま
し
た
。 

 

近
年
は
、
と
り
わ
け
環
境
問
題
へ
の
社
会
の
意
識
が
高
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
周
南
市
総
合
計
画
の
中
で
環
境
問

題
に
つ
い
て
注
目
す
る
と
、
①
低
炭
素
社
会
の
実
現
、
②
循
環

型
社
会
の
実
現
、
③
自
然
環
境
の
保
存
、
の
３
項
目
が
柱
で
す
。

こ
の
う
ち
②
「
循
環
型
社
会
の
実
現
」
を
細
か
く
見
る
と
、「
ご

み
の
発
生
・
排
出
削
減
の
推
進
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ご
み
問

題
に
つ
い
て
の
経
済
政
策
を
少
し
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

近
年
の
環
境
問
題
へ
の
対
策
の
基
本
戦
略
は
、
「
経
済
的
手

法
」
と
呼
ば
れ
る
考
え
方
で
す
。
こ
れ
は
、
経
済
原
理
の
活
用

を
狙
っ
た
手
法
で
す
。
誰
し
も
経
済
的
に
損
を
し
な
い
よ
う
行

動
し
よ
う
と
し
ま
す
。
人
々
の
そ
う
し
た
基
本
的
な
経
済
行
動

を
環
境
問
題
に
有
効
活
用
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。 

 
経
済
的
手
法
は
す
で
に
私
た
ち
の
生
活
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
、
昨
年
４
月
か
ら
山
口
県
内
の
主
要
ス
ー
パ

ー
で
は
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
が
中
止
さ
れ
有
料
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
一
例
で
す
。
有
料
化
に
よ
り
人
々
は
レ
ジ
袋
の
お

金
を
節
約
し
よ
う
と
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
。
そ
の
結
果
、

レ
ジ
袋
の
消
費
が
抑
制
さ
れ
、
省
資
源

化
が
実
現
す
る
。
そ
の
流
れ
を
誘
導
す

る
取
組
で
す
。 

 

た
し
か
に
、
今
や
近
所
の
ス
ー
パ
ー

で
も
多
く
の
人
が
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
前
任
の
大
学

で
私
の
授
業
の
学
生
が
レ
ジ
袋
を
減
ら

す
方
策
に
つ
い
て
研
究
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
（
そ
の
地
域
で

は
レ
ジ
袋
が
有
料
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
某

ス
ー
パ
ー
の
店
舗
で
実
験
的
に
有
料
化
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

レ
ジ
袋
辞
退
率
は
約
８
０
％
で
し
た
。
か
な
り
高
い
比
率
で
す
。 

 

山
口
県
環
境
衛
生
部
の
資
料
に
よ
る
と
、
レ
ジ
袋
有
料
化
以

前
に
県
内
で
は
レ
ジ
袋
が
生
産
と
焼
却
で
年
２
万
７
千
ト
ン
の

二
酸
化
炭
素
を
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
同
じ
量
の
二
酸
化
炭
素

を
植
物
に
吸
収
さ
せ
る
に
は
、
年
間
１
９
３
万
本
の
杉
の
植
林

が
必
要
な
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
８
０
％
削
減
で
き
れ
ば
、

そ
の
効
果
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

レ
ジ
袋
は
単
な
る
一
例
で
す
が
、
環
境
問
題
は
経
済
と
密
接

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
地
域
の
環
境
問
題
は
経
済
政
策
で
取
り

組
み
が
い
の
あ
る
テ
ー
マ
で
す
。
「
経
済
政
策
」
の
授
業
で
は
、

環
境
問
題
を
は
じ
め
地
域
が
抱
え
る
諸
問
題
へ
の
対
策
と
し
て

ど
の
よ
う
な
経
済
政
策
が
望
ま
し
い
の
か
、
そ
う
し
た
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。
地
域
の
実
例
を
題
材
と
し
て
取

り
上
げ
、
受
講
生
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
地
域
へ
の
政
策
提
言
が
出

て
く
る
、
そ
う
し
た
地
域
貢
献
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
授
業
が

私
の
目
標
で
す
。 

        

徳山大学のいま 

石川 英樹 教授 

山口県生まれ 

専門分野 経済政策 

一橋大学を卒業後、三和銀行、国

民経済研究協会、長岡大学に勤

務。本年４月徳山大学経済学部に

着任。経済学、経済政策などの授

業を担当。 

主な著書・論文 『年金改革の経済分

析――数量モデルによる評価』（共

著）、日本評論社、2006 年  

『産業空洞化はどこまで進むのか』

（共著）、日本評論社、2003 年  
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本
学
職
員
の
磯
川
孝
生
さ
ん
が
、
５
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 

月
１３
日
イ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
、
ア
ジ
ア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

選
手
権
大
会
で
見
事
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

得
し
ま
し
た
。
現
在
、
総
務
課
所
属
の
磯

川
さ
ん
は
「
本
当
に
職
場
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
銅
メ
ダ
ル
を
手
土
産
に
で
き
て
嬉
し
い
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
な
お
周
南
市
で
は
こ
の
磯
川
さ
ん
の
勝
利
を

讃
え
て
、
市
役
所
壁
面
に
垂
れ
幕
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

磯
川
さ
ん
が
コ
ー
チ
を
務
め
る
、
レ
ス
リ
ン

グ
部
も
コ
ー
チ
に
続
け
と
ば
か
り
、
好
成
績

を
あ
げ
ま
し
た
。
４
月
２４
日
２５
日
と
横
浜

文
化
体
育
館
で
行
わ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
の
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
６０
㎏
級
で
山
口
優

君
（
経
済
２
年
）
７４
㎏
級
で
山
口
高
幸
（
経

済
２
年
）
が
２
位
と
な
り
ま
し
た
。
二
人
は
６
月
に
中
国
で
行
わ
れ

る
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。 

                           
 
  

                           

           
 

 
 

 

     

 
 

          

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

体
育
祭
が
、
５
月
１５
日
大
学

記
念
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
学

で
は
会
創
立
以
来
、
学
生
と
教
職

員
の
親
睦
交
流
を
図
る
意
味
で

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
、
学
生
団
体
や
ク
ラ
ブ
団
体
、 

ま
た
教
員
が
率
い
る
ゼ
ミ
チ
ー
ム
多
数
が
参
加
し
て
、
熱
戦 

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
午
前
中
に
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、 

午
後
か
ら
は
、
リ
ー
グ
戦
で
勝
ち
あ
が
っ
た
ゾ
ー
ン
と
、
リ 

ー
グ
戦
で
敗
退
し
た
チ
ー
ム
の
ゾ
ー
ン
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が 

行
わ
れ
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。 

 

中
国
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
春
季
優
勝
大
会
に
お
い
て 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
予
選
か
ら
決
勝
リ
ー
グ
ま
で
す
べ 

て
ト
リ
プ
ル
ス
コ
ア
と
い
う
、
圧
倒
的
強
さ
で
優
勝
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
こ
の
大
会
の
優
秀
選
手
と
し
て
、
最
優
秀
選
手
賞
に
谷
健

二
郎
君
（
経
済
４
年
）
得
点
王
に
小
谷
悠
太
君
（
経
済
４
年
）
リ
バ

ウ
ン
ド
王
に
黄
偉
君
（
経
済
３
年
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

創
部
３
年
目
の
ア
ー
チ
ェ 

リ
ー
部
（
部
員
１１
名
）
が
今
回

の
中
四
国
学
生
王
座
決
定
戦 

で
、
団
体
で
女
子
が
優
勝
、
男

子
が
２
位
と
な
り
初
の
全
国
大

会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
全
国

大
会
は
６
月
２６
日
２７
日
静
岡 

県
掛
川
市
の
「
つ
ま
恋
多
目
的

広
場
」
で
行
わ
れ
ま
す
。 

 

陸
上
競
技
部
は
、
５
月
14
〜
16
日
に
島
根
県
で
開
催
さ
れ
た

中
四
国
学
生
陸
上
競
技
対
校
大
会
に
参
加
し
、
男
子
フ
ィ
ー
ル 

ド
の
部
お
よ
び
女
子
フ
ィ
ー
ル
ド
の
部
で
総
合
優
勝
を
果
た
し 

ま
し
た
。
［
各
種
目
優
勝
者
］
男
子 

砲
丸
投 

立
野
優
貴
（
経

済
４
年
）
女
子 

砲
丸
投
・
ハ
ン
マ
ー
投 

冨
田
江
利
奈
（
経 

済
４
年
）
優
勝
の
２
名
は
、
本
年
９
月
に
開
催
さ
れ
る
全
日
本 

イ
ン
カ
レ
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 
 

 
 

 

全
日
本
学
生
野
球
選
手
権
大
会
出
場
を
か
け
た
春
季
リ
ー
グ 

は
８
勝
４
敗
（
勝
点
３
）
で
惜
し
く
も
２
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

な
お
、
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
Ｄ
Ｈ
で
相
本
宏
君
（
経
済
３
年
）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

５
月
某
日
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
た
め
の
会
場
周
辺 

の
準
備
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
学
生
会
執
行
部
の
皆
さ
ん
が 

自
主
的
に
手
伝
い
に
来
て
く
れ
て
、
教
室
の
回
り
の
美
化
活 

動
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
徳
山
大
学
に
は
ア
ッ
ト
ホ
ー 

ム
な
学
生
さ
ん
と
の
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る
よ
う 

な
本
当
に
気
持
ち
の 

良
い
出
来
事
で
し
た
。 

大
学
内
で
あ
っ
た 

心
温
ま
る
ち
ょ
っ
と 

い
い
話
で 

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

徳山大学のいま 
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徳山大学のいま 

５月の学内風景 

今年のＧＷは良い天気に

恵まれましたね。キャンパス

の中の草花も、陽光を浴び

て、いきいきとした姿を見せ

てくれました。新緑が目に眩

しかったです。 
原田さん木村さん（経済１年） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
月
２９
日
大
学
と
徳
山
工
業
高

等
専
門
学
校
及
び
、
地
元
平
原
地
区

の
住
民
の
方
と
の
合
同
の
環
境
美

化
作
業
が
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
同
じ
地
区
に
学
ぶ
大
学
・
高
専

の
学
生
が
地
元
の
方
と
の
交
流
の

機
会
と
し
て
、
ま
た
、
日
ご
ろ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
の
奉
仕
活 

動
と
し
て
、
毎
年
恒
例
で
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
約
２
時 

間
に
わ
た
り
草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ
、
今 

回
は
岡
野
学
長
や
、
学
生
主
事
の
教
員
も
加
わ
り
、
高
専
の
学 

生
さ
ん
や
、
地
域
住
民
の
方
と
も
心
地
よ
い
汗
を
か
き
な
が
ら 

の
、
爽
や
か
な
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
月
２１
日
周
南
市
の
島
津
市
長

に
よ
る
特
別
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
「
人
間
力
講
座
」
「
地

域
と
産
業
」
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
論
」
を
学
ぶ
学
生
の
た
め
の
合
同

記
念
講
義
と
し
て
開
か
れ
、「
志
～ 

私
の
大
学
時
代
と
市
長
と
し
て
の
夢
～
」
と
題
し
、
約
２
０
０ 

名
の
学
生
に
、
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
に
は
、
市
長
の 

学
生
時
代
・
卒
業
後
の
話
や
、
ま
た
現
在
市
長
と
し
て
ど
の
よ 

う
に
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
な
ど
、
貴
重
な
お
話
を 

伺
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 


